
事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

三重県紀宝町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

紀宝町の地域資源の価値を再発見・再確認し、積極的に歴史文化遺産の活用・観光振興の取組みを推し進める団
体「うどの水軍協議会」が中心となり、行政・まちづくり団体など多様な人材と連携を図り、事業を進める。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

三重県紀宝町･鵜殿地区の文化遺産を活かした地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

うどのまつりは貴重な文化的価値を有しているにも関らず、文化の継承に向けた課題を抱えていることから、本
事業においては、紀宝町固有の伝統文化であるうどのまつりにまつわる文化資源を活用することにより、紀宝町へ
の観光や産業の活性化を推進し、紀宝町への来訪者の増加、町民の地域に対する誇りの向上、地域愛の醸成に繋げ
る。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～ 平成 30 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

紀宝町教育委員会 生涯学習室

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

～平成28年度交付決定額： 6,481 千円 平成29年度申請額： 2,220 千円

様式１－１



設定根拠１：
平成27年度から本事業を取り組み、毎年度100人の増加があったことから、今後も毎年度100人の
増加を目指す。

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

28 年度 2,600 人 ⇒ 平成 30

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： （具体的な指標を記載してください。） 関連事業:

年度 2,800 人目標値１： 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

50% 100%

年度

人 人 人 人2,700 人 2,800 人

様式１－１別紙①



 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①：
三重県紀宝町･鵜殿地区の文化遺産を活かした
地域活性化事業

実施団体： うどの水軍協議会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： モニターツアー参加者数

目標値： 平成 28 年度 4

～ 平成 30 年度

事業概要：

●うどのまつり体験モニターツアープログラム及びその準備会の実施【全５回】
昨年度までの当事業における検討内容及び地域文化財の総合的な活用に向けた検討会の結果等

を踏まえて、本格的な地域外からのまつり参加者の受け入れ態勢の構築等を目的として「うどの
まつり体験モニターツアー」を実施する。また、地域における受け入れ体制の構築や、うどのま
つりへの参加と併せて提供する観光コンテンツ（「囃子･踊りの練習」「まつり後の紀宝町の海
の幸食べ放題企画」「地域住民との交流会」「地域住民宅への宿泊」など）及びその提供体制の
検討のために、体験モニターツアープログラム準備会を実施する。
準備会は、うどの水軍協議会の他、自治会やうどのまつりに関する各種活動団体、その他民間

事業者、及び企画運営補助スタッフの参加により実施する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

30 年度 平成 31 年度

（単位） （単位）

年度 平成 29 年度 平成

（単位）

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

（単位） ⇒ 平成 30 年度 8

（単位）（単位） 6 （単位） 8 （単位）

様式１－１別紙②


